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【具体的な改善案】

令和3 令和4 05 06

マイチャレンジ推進事業 教育委員会　学校教育課　指導係

1 「人づくり」～豊かなこころアップ！～ 1 確かな学力の育成

3

体験活動により共に生きる力や感謝の心が育まれた中学２年生の数 人 747

職場体験等を通して、中学生に共に生きる心や感謝の心等を育み、主体的に自己の在り方や生き方を見つめさせる事業。
・対象　　中学２年生全員
・内容　　希望する体験活動ごとに班を作り、連続する３日間受け入れ先事業所に行って、１日６時間を目安に体験活動を行う。
Ｈ１２・１３山前中学校が県の指定を受けて実施　
Ｈ１４年度から市内６校で実施　
Ｈ１８から市単独事業として実施         
交付金を各中学校に交付（１学級１５，０００円）
傷害保険、賠償責任保険の保険料は市で負担

中学２年生７４７名のうち、
・事業内容どおり実施した人数は、４１９人（３校）
・事業内容を変更し、職業人講話や地域貢献活動（清掃・手作りマスク製作）として実施した人数が、３２８人（６校）
であり、直接的または間接的に地域や自分の周囲への関わりについて考えることができた。
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■

　域内のコロナ感染状況により、実施時期の変更や実施規模を縮小して行った学校があったが、各学校とも本事業の意義を大切に捉え、実施することを前提に計画をして
いた。中学校２年生で自己の在り方や生き方を考える機会となる本事業実施の意義は大きい。そのため事業を継続する。
　コロナ禍であるため、生徒が体験したい職業であるにもかかわらず、感染防止対策の観点から体験できない職業があるが、職業人講話による間接的な体験で実施可
能と考える。


